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役
職
員
一
同

　
　
　
本
年
も
頑
張
り
ま
す
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会　長

林 　 説 則

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
平
成
26
年
の
新

春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
開
業
や
日
本
海
側
初
と

な
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
オ
ー
プ

ン
が
来
年
に
予
定
さ
れ
、
入
込
み
人
口

も
相
当
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

元
気
で
活
力
あ
る
地
域
作
り
の
た
め
一

層
専
念
す
る
大
切
な
一
年
の
幕
開
け
と

な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
全
企
業
4
2
0
万
社
の
約

87
％
が
小
規
模
事
業
者
で
あ
り
、
こ

の
事
業
者
が
日
本
経
済
、
地
域
経
済
を

支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
の
中
小
企
業
基
本
法

は
中
堅
及
び
規
模
の
大
き
い
中
小
企
業

に
重
点
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
小
規
模
事
業
者
に
手
厚
い
光
を
当

て
る
た
め
、
本
年
は
、
国
会
に
お
い
て

具
体
的
か
つ
抜
本
的
な
小
規
模
企
業
対

策
が
確
実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
、
新
た

な
小
規
模
企
業
基
本
法
の
早
期
制
定
を

強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
厳

し
い
経
済
環
境
の
中
で
も
、
地
域
の
商

工
業
者
が
経
営
を
続
け
、
夢
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
行
き
ま
す　

聞
き
ま
す　

提
案
し

ま
す
」
の
統
一
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
会
員
の
皆
さ
ま
に
期
待
さ
れ
る
よ

う
、
役
員
、
職
員
一
同
頑
張
る
所
存
で

す
の
で
、
本
年
も
ご
指
導
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。副会長

新 明  政 夫

　

商
工
会
合
併
以
来
5
年
目
の
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
今
後
も
府
録
副
会
長

と
共
に
林
体
制
を
し
っ
か
り
支
え
る
為

の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
会
員
の
皆

様
に
役
に
立
つ
商
工
会
運
営
に
粉
骨
砕

身
、
務
め
た
い
と
心
新
た
に
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
こ
二
、
三
年
、
小
矢
部
市
も
大
き

く
変
化
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
変
化
に
対
応
す
べ
く
皆
様
と
も
手
を

取
り
合
い
役
職
員
一
丸
と
な
り
タ
イ
ム

リ
ー
な
活
動
を
続
け
、
商
工
業
発
展
に

繋
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

副会長

府 録  弘 之

　

早
い
も
の
で
、
平
成
22
年
４
月
の

合
併
以
来
４
度
目
の
正
月
を
迎
え
ま
し

た
。
地
域
、
会
員
相
互
が
よ
り
強
い

絆
で
結
ば
れ
る
よ
う
、
林
商
工
会
長

の
、
助
さ
ん
（
新
明
副
会
長
）
格
さ
ん

（
私
）
と
し
て
精
進
い
た
し
ま
す
。
明

る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
、
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

合
併
か
ら
の

活
動
ピッ
ク
アッ
プ

ご
あ
い
さ
つ

平
成
二
十
五
年
度
役
員
名
簿

◆
会
　
　
長

　
林
　 

説
則

◆
副
会
長

　
新
明 

政
夫 

　
府
録 

弘
之

◆
理
　
　
事

　
金
谷 

　
忠 

　
南
　 

正
彦 

　
桜
井 

　
彰

　
鍋
島 

　
正 

　
笹
本 

幸
市 

　
山
本 

裕
二

　
村
田 

　
健 

　
田
中 

　
勉 

　
津
田 

輝
雄

　
竹
森 

源
一 

　
渋
谷 

　
武 

　
加
藤 

明
博

　
山
科 

陸
夫 

　
中
田 

義
弘 

　
小
倉 

正
雄

　
森
　 

憲
二 

　
中
嶋 

秀
明 

　
関
澤 

仁
悦

　
村
西 
更
新 

　
稲
葉 

　
誠 

　
服
部 

信
雄

　
柴
田 
吉
明 

　
石
畠 

正
信 

　
中
山 

健
藏

　
畑
　 

和
行 
　
津
田 

　
隆 

　
柴
田 

宗
一

　
横
井 

嘉
邦 
　
駒
津 

　
効 

　
沼
田 

道
代

◆
監
　
　
事

　
前
島 

　
修 

　
干
野 
政
功

工業・建設部会視察研修
青年部イベント活動

小矢部商工同友会総会 商業部会視察研修 発足式

調印式
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部
会
長
　
金
谷
　
忠

　

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
北
陸
小

矢
部
（
仮
称
）
の
進
出
の
噂
が
出
だ
し

た
頃
か
ら
、
商
工
会
で
は
意
識
的
に
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
を
視
察
研
修
し
て
き
ま
し
た
。
商
業

部
会
で
は
、
進
出
決
定
後
、
土
岐
市
の

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
を
視
察
に
行

き
、
土
岐
商
工
会
議
所
の
専
務
理
事
、

事
務
局
長
か
ら
、
「
市
内
商
店
街
は
、

ま
っ
た
く
影
響
は
無
く
、
心
配
す
る
事

は
な
い
。
」
と
い
う
内
容
の
話
を
伺
い

ま
し
た
。
ま
た
以
前
、
北
海
道
の
北
広

島
商
工
会
、
竜
王
町
商
工
会
に
お
い
て

も
同
様
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
商
業
部

会
で
は
、

三
百
万
人
も

の
来
店
が
見

込
ま
れ
て
い

る
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
パ
ー

ク
の
お
客
様

を
少
し
で
も

市
内
に
呼
び

込
む
仕
掛
け

づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

又
、
稲
葉
山
、
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
周
辺
、

倶
利
伽
羅
古
戦
場
、
宮
島
峡
の
開
発
も

考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

部
会
長
　
津
田
　
隆

　

当
部
会
恒

例
の
研
修
視

察
は
、
今
年

度
一
泊
二
日

の
日
程
で
名

古
屋
方
面
に

行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

二
十
四
名
の

参
加
者
を
得

て
初
日
は
、

キ
リ
ン
ビ
ー

ル
名
古
屋
工

場
を
見
学
し

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
や
瓶
の
リ
サ
イ
ク

ル
等
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
次
に
名
古
屋
高
速
道
路

公
社
を
訪
ね
二
十
四
時
間
体
制
の
管
制

室
に
お
い
て
高
速
道
路
上
に
よ
る
災
害

防
止
の
取
り
組
み
を
見
学
。
２
日
目

は
、
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
に
お
い
て

国
内
最
大
の
工
作
機
械
見
本
市
を
見
学

し
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
触
れ
る
機

会
を
得
、
見
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

２
日
間
の
日
程
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
、
且
つ
何
よ
り
も
会
員
間
の
交
流

と
親
睦
の
輪
が
更
に
広
が
っ
た
こ
と
が

大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

部
会
長
　
関
澤 

仁
悦

　

十
一
月
一
日
〜
二
日
、
軽
井
沢
視
察

研
修
会
は
軽
井
沢
商
工
会
で
の
「
年
間

七
百
万
人
の
お
客
様
が
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

に
来
ら
れ
ま
す
が
、
地
元
商
店
に
は
、

ほ
と
ん
ど
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
」

の
言
葉
で
始
ま
り
ま
し
た
。
『
本
音

ト
ー
ク
』
で
様
々
な
話
を
し
た
た
め
予

定
時
間
を
一
時
間
も
オ
ー
バ
ー
し
ま
し

た
。
交
流
会
の
後
に
訪
れ
た
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
美
術
館
な
ど
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
所
は
混
ん
で
い

ま
し
た
。

商
業
■
会

工
業
・
建
設
■
会

観
光
・
サ
ー
ビ
ス

■
会

通常総代会
青年部総会

役員会

女性部研修会女性部講演会

津沢商工同友会
三部会合同視察研修

全国大会出場決定
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部
　
長
　
駒
津  

効

　

青
年
部
は
、
総
務
・
イ
ベ
ン
ト
・
広

報
・
交
流
・
ま
ち
お
こ
し
の
５
つ
の
部

会
で
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
講

習
会
や
視
察
研
修
会
、
親
睦
事
業
の

開
催
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運

営
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
な
ど
が

主
な
事
業
で
す
。
こ
の
ほ
か
被
災
地
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
奉
仕
活
動
へ
の
参

加
、
他
団
体
と
の
交
流
を
図
る
な
ど
積

極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

部
　
長
　
沼
田 

道
代

　

小
矢
部
市
商
工
会
女
性
部
は
合
併

し
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
性
や
活
動
内
容
を
考
慮

し
て
、
現
在
は
支
部
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。

　

合
併
４
年
目
に
な
る
今
年
は
、
女

性
部
全
体
で
活
動
で
き
る
事
業
を
企

画
し
ま
し
た
。　

　

来
年
春
に
北
陸
新
幹
線
が
開
業

し
、
ま
た
同
じ
年
、
小
矢
部
市
に
は

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
が
開
業
し

ま
す
。
特

に
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
を

訪
れ
る
人

は
数
百
万

人
と
予
想

さ
れ
、
ア

ジ
ア
系
の

外
国
人
の

方
の
来
店

も
見
込
め

る
と
予

想
さ
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
小
矢
部
市

を
訪
れ
た
方
々
が
心
地
良
く
思
い
、

ま
た
小
矢
部
市
を
訪
れ
た
い
と
思
う

気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

商
工
会
女
性
部
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
磨
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
共
通
認
識
を
持
つ
た
め

に
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
見
学

を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
を
訪
れ
る
ア
ジ
ア
系

の
方
々
に
挨
拶
や
声
か
け
が
で
き
た

ら
良
い
と
い
う
こ
と
で
中
国
語
を
習

い
始
め
ま
し
た
。
講
座
は
ほ
め
上
手

で
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
る
先
生
の

指
導
の
も
と
、
部
員
一
同
、
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

青
年
部

女
性
部

青
年
部

女
性
部

平成23年４月　宮城県気仙沼市へ
被災地ボランティア（炊き出し）

平成25年10月　おやべグルメフェスタ企画・運営

平
成
25
年
２
月　
青
年
部
全
国
大
会

大
会
顕
彰 

ま
ち
づ
く
り
部
門
受
賞

●●●●●●●過去の主な活動

検　索小矢部市商工会青年部
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小矢部商工同友会

� 会　長　稲 葉  　 誠
　あけましておめでとうございます。
　私たち小矢部商工同友会は、商工会青年部
を卒業したメンバーを中心に、40代そして、商
工会の中核を成す50代から60代の幅広い年
代の集まりです。
　主な活動として「お花見祭り」「源平火牛ま
つり」などの商工会事業への協力、小矢部のお
寺を活かした文化事業「いするぎ寺子屋」、新
幹線開通による長野地域との連携やアウトレッ
ト研究を兼ねた「先進地視察」、福野、津沢同
友会との広域交流「三商工同友会交流会」、定
例の内部交流会「炉端談議」、などの事業をし
ております。
　この先に控える新幹線開業やアウトレット
モールのオープン、小矢部市の今後の大きな課
題を見据えながら当地の中核となるべき人材の
交流や勉強会を通じて小矢部に貢献する活動
をしていきたいと考えております。

津沢商工同友会

� 会　長　小 幡  正 昭

　平成二十六年の新春を迎え会員各位には益々
ご健勝でご清栄の事とお慶び申し上げます。
　私たちは、地元の食材を使い津沢夜高あん
どん祭りをもじった　あん（あんかけ）うどん
　を販売し小矢部・津沢の知名度と祭りを盛
り上げるため一昨年の「グルメランドおやべ」
をかわきりに高岡の「瑞龍寺門前市」、昨年の
「グルメランド魚津」などに出店してきました。
夏場には地元食材を使った誰にでも食される
グルメ、冷やしあんかけソーメンを試食してい
ただき大変好評でした。他に地元をアピールで
きるメニューがございましたらご指導いただけ
れば幸いかと思っております。
　また年に二、三回課題をもって親睦会を行っ
ております。　
　今後も会員各位の親睦をはかり地元の要望
に耳を傾け、小矢部の一員として、また、地域の
歯車として頑張って行きたいと思っております。

事業主の皆さん

個人住民税は
特別徴収で
納めましょう

　個人住民税の特別徴収とは、所得税の源泉徴収と同様に、事
業者（給与支払者）の方が、個人住民税の納税義務者である従
業員（給与所得者）に代わって、給与から個人住民税（市町村民
税＋県民税）を徴収（天引き）し、従業員の所在地の市町村に納
入していただく制度です。地方税法第３２１条の４および各市町
村の条例により、給与を支払う事業者で所得税の源泉徴収の
義務のある方は、特別徴収義務者として個人住民税の特別徴
収を行っていだだくこととなっています。

　従業員には、短期雇用者、アルバイト、パート、役員等全て含みます。
小矢部市税務課（0766）67－1760（代表）までお問い合わせください。

同　友　会
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　　 平成25年分確定申告書の提出は、	所得税の申告は、3月17日（月）まで
	 消費税の申告は、3月31日（月）まで
　当商工会では期間中、顧問税理士、商工会職員
による税務相談会を開催し、所得税申告・消費税申
告に関する個別相談をお受けします。
　提出期限が間近になりますと非常に混雑いたしま
す。3月12日（水）までに所得税申告書の提出を終え
られますようお願いいたします。

100万会員ネットワークで
全国へ情報発信
　「100万会員ネットワーク」とは、全国商工会連
合会が運営する、小規模事業者支援サイトです。

 ●企業ページが5分でカンタン作成！
 ●企業の最新情報もラクラク更新！
 ●ご利用は無料！
 ●お買い物カートや宿泊施設用の機能も充実！

詳しくは小矢部市商工会HPへどうぞ！！

「エコ・ストア」に
 登録しませんか！
　みなさん、「とやまエコ・スト
ア制度」を知っていますか？
　レジ袋無料配布取りやめや資源物の店頭
回収、省エネなどエコ活動に積極的に取り組
む店舗を登録する制度です。
　『エコ・ストア登録店』になると、次のようなメ
リットもありますので、是非、登録しましょう。
①�企業の社会的責任（CSR）の達成や企業イ
メージアップ
②省エネなど取組みを通じたコスト削減
③�資源物の持ち込みなど取組みを通じた消費
者との良好な関係の構築
④行政や消費者団体によるPR活動

詳しくは、富山県ホームページまで
http://www.pref.toyama.jp/cms_
sec/1705/kj00012779-010-01.html

富山県中小企業の働く魅力発信サイト
「ちゅ~なび」への掲載企業を募集しています！！
　県では、学生に県内中小企業の特徴やPRポイントを伝える
ウェブサイト「富山県中小企業の働く魅力発信サイト」を公開
しています。掲載を希望される中小企業の方は、ウェブサイト
の掲載申込みフォームからご登録ください。

http://www.chu-navi-toyama.jp/
問い合わせ　富山県商工労働部労働雇用課　℡（076）444-8897

開 催 日 　	2月17日（月）〜3月17日（月）
開催日時 　	小矢部支所	 午後1時30分〜午後4時30分

	 津沢支所	 午後1時30分〜午後4時
開催場所 	 小矢部支所・津沢支所

※�前年度の申告書・印鑑・保険の証明書等必要な物を持参ください。

商工会の会員とその家族、会員の従業員と
その家族が対象です。
●「がん」の補償　●「けが」「病気」の補償

　県では、2015年春の北陸新幹線開業に向けて、観光やビジネス等
で訪れるお客様に「また来たい！」と心から感じていただけるよう、「休
んでかれ。」宣言に登録する企業・商店等の方々を募集しています。
　「休んでかれ。」宣言とは、「おすすめの観光スポットを紹介します」
など、富山を訪れるお客様に向けて、温かくお迎えするあなたならで
はの一言を宣言していただくものです。ぜひご登録をお願いします。

問い合せ先
■「休んでかれ。」宣言推進事務局　☎076－439－3311
　㈱シー・エー・ピー　営業開発部内）
　http://www.yasundekare.jp
■富山県観光・地域振興局観光課　☎076－444－3200

ひとつの掛金で3つの備え

商工会の会員およびその家族・従業員で65歳までの健康な方。
1口月額2,000円からで加入期間は10年間です。

あなたも家族もまるごと守る！頼れる保証の
全国商工会会員福祉共済

小規模事業者経営改善資金商工会のマル経資金
年利率 1.60%（平成25年　

11月1日現在 ）
融資
限度額 1,500万円

資金用途 融資期間
運転資金 7年以内（据置1年以内）

設備資金 10年以内（据置2年以内）

●�ご利用にあたっては要件等もありますので、お気軽に
ご相談ください
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新
明
政
夫

富山県

712
円から700

富山県

円アップ12
※産業によって、特定（産業別）最低賃金
　が定められているものがあります。
　

国税庁ではHPに「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革関係）」の特集ページを設けています。
http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/shohi/kaisei/201304.htm
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商工会員募集中！ 　お問い合せ　小矢部市商工会　☎0766−67−0756

オシゴト
ピックアッ

プ
HZ!
  D)"!!
HZ!
  D)"!!

ee,!!

住 所 　〒932-0136
	 富山県小矢部市平田3102番地
ＴＥＬ 　0766-69-1268（代表）
F A X 　0766-69-7268
Ｈ   Ｐ 　http://www.try110.com/
Ｅ-ｍａｉｌ 　tsuruya-hokuriku@try110.com
定休日 　日曜日
営業時間 　8：00～17：00

　株式会社鶴弥とは、創業から120年以
上の長きに渡り、粘土瓦（三州瓦）の製
造・販売を行い、防災瓦「スーパートライ
１１０」を主軸に、活発な新製品投入や新
たな取り組みに挑み続ける粘土瓦業界の
トップメーカーです。北陸支店では、地域
に密着した、住宅・リフォーム・施工業者様
向けに、模擬屋根を使用した研修会の実
施や、若手職人育成のための瓦葺き技能
試験リハーサル会場として提供するなど、
お客様のニーズにきめ細かく対応できる
体制を整えております。

○新入会員名簿� H25.4〜H25.12現在
事業所名 代表者 住所 業種

㈱ハートケア（ペコット） 瀬戸　洋子 石動町1－35 飲食・雑貨小売業
田村工業　 田村　隆幸 矢水町229－5 鳶(足場組立）
シバノ設備工業 柴野　人則 小神137 配管業
スナックありきたり 稲田　桂子 鷲島125 飲食業
㈲OSC 吉田久太郎 埴生308 自動車販売
ラックマーク ㈱こぐま薬局 熊倉　和彦 野寺74－1 調剤・薬局
公文式　蟹谷教室 酒井　勝美 平桜6455 学習塾
Ｌｅ  ｔｅｍｐｓ  ｄｅ  Ｌｕｘｅ 中川　千春 清沢934－1 サービス・美容業
㈱絶品 小竹　宏一 埴生4402－33 IT関連

株式会社 鶴弥 北陸支店 ペ コット

有限会社 きばや食品

会員交流会

笑いの集い
最終開催日
H26.1.22㈬

開場　18：00　  開演　18：30
場所　津沢コミュニティプラザ
※�これまで開催された小矢部地区の

チケットもご利用いただけます

〜 掲載希望の方は商工会までご連絡下さい！ 〜

住 所 　〒９３２－００５３
	 小矢部市石動町１－３５
ＴＥＬ 　０７６６－６７－5150
定休日 　毎週木・日曜日
営業時間 　１０：００～１８：００

　オレンジの看板が目印のお店です。食事処、和柄の洋服や雑
貨品、三助焼き、自然の物や日本古来の物を使用しての装飾品な
どを取扱っています。また、当店オリジナル品として源平さくら塩、
源平さくら塩クッキー、パウンドケーキを販売しています。記念品
や、贈答用などにもご利用して頂けます。味覚、視覚で楽しんで
いただけるお店です。ちょっと変わった楽しいお店にぜひお立ち
寄りください。お待ちしています。

住 所 　〒９３２－００５３
　　　　小矢部市石動町６－６
ＴＥＬ 　０７６６－６７－０４１０
F A X 　0７６６－６７－０４１０
定休日 　水曜日
営業時間 　９：００～１９：００

　北陸名産にしん、ふぐ、さばのこぬか漬の製造、販売。仕出し・
弁当・鮮魚の販売しています。自分の目で確かめて物を買い、
100％手作りの料理を目指しています。また、朝とれた新鮮な魚
を出来る限りお客様の要望にお応えして作ります。揚物、焼物、
煮物など必要に応じて調理します。12月、1月はかぶら寿司の製
造販売も行っております。だれでも気軽にお越し下さい。


